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Autofluorescence imaging with a transparent hood for detection of colorectal                     
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を行なった．561 名の症例を登録し，WLI もしくは AFI,及び TH の有無によって
設定した 4 群(WLI 単独群，WLI+TH 群，AFI 単独群，AFI+TH 群)に無作為に割り
付けて検査を行い，一症例あたりの腫瘍性病変の発見割合を比較した．各群の
背景因子に差はみられなかったが，新規観察法である AFI+TH 群の大腸腫瘍発見割
合［95%信頼区間］は 1.96［1.50–2.42］で,標準的観察法である WLI 単独群の 1.19
［0.93–1.44］に比べて統計学的に有意に高かった.またサブグループ解析では，隆起
型腫瘍の発見割合は TH 装着によって有意に向上し,平坦型腫瘍の発見割合は AFI
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